
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9回日本眼科アレルギー学会学術集会 

 

募金趣意書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  海老原 伸行 

（順天堂大学医学部附属浦安病院） 
 
 



 

  



 

ご 挨 拶 

 

謹啓 

 
時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また、平素より格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。 

第 9 回日本眼科アレルギー学会の会長を務めます順天堂大学医学部附属浦安病院眼科の海老原でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。本学会は 2017 年 6 月に発足した比較的新しい学会ですが、その前身は 1992 年に

発足した日本眼科アレルギー研究会まで遡る事ができます。私が眼科医になったのが 1989 年なので、眼科医として

の現役時代に眼アレルギーの臨床・研究に研究会・学会を通して携われたことは幸福だと思っています。 

第 9 回日本眼科アレルギー学会は、この 30 余年の眼アレルギー学の発展、課題を俯瞰できる学会にしようと思い

ます。ご存知の通り感染・炎症・アレルギーは生体内では連鎖して発症する免疫反応の一環であり、その結果として多

様な臨床症状・所見があらわれます。ゆえに疾患をそれぞれの視点のみから解釈することには限界があります。 

プログラムでは、感染、炎症そして涙道・涙液とも有機的な繋がりがある内容にしました。4 学会合同シンポジウムで

は、涙道の上皮細胞が涙液中の抗原を取り込みアレルギー反応を惹起する今までにない新しい視点の研究を紹介し

ていただきます。 

招待講演（日本眼炎症学会合同）では、血液中の希少細胞でありながら感染・アレルギー・炎症に重要な役割をして

いる好塩基球をとり上げ、その分野のパイオニアである烏山 一先生（東京科学大学）に、研究課題の選択の仕方、研

究の醍醐味についてお話を伺います。 

シンポジウムではアレルギー性結膜炎の病態に関与するいくつかの免疫系細胞の役割りについて検討します。日

本眼科アレルギー学会は日本アレルギー学会の関連学会になっています。ご存じのとおりアレルギー疾患は一個体

の Life cycle の中で臓器横断的に発症し、その治療には科横断的な対応が必須です。そのような背景から、日本アレ

ルギー学会では内科・小児科・皮膚科・耳鼻科・眼科の専門医でありながら他科のアレルギー疾患の知識、基本的な

診療に精通したアレルギー専門医である Total allergist（総合アレルギー専門医）の育成に力を入れています。シンポ

ジウムでは Total allergistに必要な他科との連携をとりあげます。 

今回は「Tetra Academic Congress」として眼感染、眼炎症、涙道・涙液学会と同時開催いたします。Tetra とはギリシ

ャ語で「4」を、また Academic とは古代ギリシャの哲学者プラトンが歴史上初めて主催した勉強会・研究会である「アカ

デメイア」よりとった言葉です。「アカデメイア」は出身地、身分、男女を問わず共に真理を探求する理論と実践を修得

する会でした。一般的に勉強会・研究会というと、教師がいて聴講者がそれを学ぶ教育機関を想像しますが、「アカデ

メイア」は参加者がお互いに「対話（ディアロゴス）」することにより真理に近づくものでした。本学会が、4000 年の時空

を超え、古代アテネと同じ港町である横浜で参加者同士の強い「対話」によって実りある会にしたいと思っています。

多くの先生方のご参加をお待ちしております。 

 

学会運営は参加費をもって賄うべきでありますが、近年の物価高に加えて更に学会発表、教育には多大の費用が

かかるのが現状です。質素倹約を旨として運営を行い、参加費を集めましてもまだ多額の不足が予想されます。つき

ましては、学会開催の趣旨を充分にご理解いただき、何卒貴社のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げる次

第です。 

諸費用ご多端の折、誠に恐縮ではございますが、諸事情をご賢察の上、何卒ご高配の程、重ねてお願い申し上げ

ます。 

なお、拠出いただきました協賛金について、日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラ

イン」に基づき「共催企業様と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、学会等の会合開催

にかかる費用を公開することについて了承いたします。 

末筆ながら貴社のますますのご発展をお祈り申し上げます。 

謹言 
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第９回日本眼科アレルギー学会学術集会 

会 長   海 老 原  伸 行 

（順天堂大学医学部附属浦安病院） 
 



 

開 催 概 要 
 
 

1.  学会名称 

第 9回日本眼科アレルギー学会学術集会 

※TETRA ACADEMIC CONGRESS In YOKOHAMA 2026として、第 62回日本眼感染症学会、 

第 59回日本眼炎症学会、第 14回日本涙道・涙液学会総会と合同開催 

 

2.  組織構成 

会 長 ：海老原 伸行（順天堂大学医学部附属浦安病院） 

副会長 ：水野谷 智 （千葉県眼科医会 会長） 

主 催 ：順天堂大学医学部附属浦安病院 

       〒279-0021 千葉県浦安市富岡 2丁目 1番 1号 

 

3.  会 期 

TETRA ACADEMIC CONGRESS In YOKOHAMA 2026    2026年 7月 31日（金）～8月 2日（日） 

第 9回日本眼科アレルギー学会学術集会     2026年 8月 1日（土）～8月 2日（日） 

 

4.  会   場 

パシフィコ横浜 ノース 

〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい１丁目１―２ 

 

5． 開催計画の概要 

1）日程表（予定） 

日  程 朝 午  前 昼 午  後 夜 

8月 1日 

（土） 
― 

開会式、一般講演、

会長企画 1 
ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ 

一般講演、 

4学会合同ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、 

会長講演 

ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ  

8月 2日 

（日） 
ﾓｰﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ 

一般講演、 

炎症・ｱﾚﾙｷﾞｰ合同 

招待講演 

受賞講演、総会 

ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ 会長企画 2、閉会式 ― 

 

2）プログラム(予定) 

・4学会合同シンポジウム 

・炎症・アレルギー合同招待講演 

・会長講演 

・会長企画 1、2 

・受賞講演 

・一般講演 

 

3）参加予定数 

  約 1,000名（TETRA ACADEMIC CONGRESS In YOKOHAMA 2026横浜として） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

6． 収支予算 

 
 

7． 寄附金募集要項 

１） 募金の名称 第 9回日本眼科アレルギー学会学術集会 

２） 募金目標額 2,500千円(経費総額 7,618,150円) 

３） 募金期間  2025年 7月 16日～2026年 7月 30日（会議前日まで） 

４） 寄附金の用途 第 9回日本眼科アレルギー学会学術集会の準備及び運営の費用に充填 

なお、拠出いただきました寄附金は各社が公表する事について了承致します。 

５） 寄附金の申込先・振込先 

オンラインによる受付となります。 

本会ホームページ（https://convention.jtbcom.co.jp/tetra2026/）の、[協賛募集のご案内] ページより、

お申込みください。 

2026年 5月以降にお申し込みをいただきました企業・団体様につきましては、企業・団体名の掲載が対応                          

出来ない場合がございますので、予めご了承ください。 

 

申込締切日：2026年 7月 30日（木） 

＜寄附金振込先＞ 

みずほ銀行 西葛西支店 （店番：５６１） 

普通 3124103 

TETRA ACADEMIC CONGRESS 会長 海老原伸行 

（ﾃﾄﾗｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾝｸﾞﾚｽ ｶｲﾁｮｳ ｴﾋﾞﾊﾗ ﾉﾌﾞﾕｷ） 

 

６） 税法上の取扱い 

寄附金に対する免税措置はございません。 

 
8． 寄附お問合せ先 

TETRA ACADEMIC CONGRESS In YOKOHAMA 2026 運営事務局 

株式会社 JTBコミュニケーションデザイン コンベンション第二事業局内 

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町 2-1-25 JTBビル 8階 

E-mail: tetra2026-sponsor@jtbcom.co.jp  TEL：06-4964-8869 
※お問い合わせは、原則 E-mailでお問い合わせいただきますようお願いいたします。 

 

1. 参加費収入 ¥2,097,000 ¥1,868,485

2. 共催費 ¥1,903,000 ¥616,450

3. 広告費 ¥449,900 ¥227,504

4. 出展費 ¥668,250 ¥2,839,595

5. 寄附金等 ¥2,500,000 ¥431,970

¥645,000

¥385,000

¥604,146

¥7,618,150 ¥7,618,150

8.予備費

7.業務管理費

備考

1.事務局関係費

2.製作関係費

3.招待者関係費

4.会場費・施工費・会議費

5.運営要員人件費

6.映像機材関係費

収　入 支　出

収入項目 金額 支出項目 金額

収　入　計 支　出　計



 

 

TETRA ACADEMIC CONGRESS In YOKOHAMA 2026 

（第 62回日本眼感染症学会、第 59回日本眼炎症学会、第 9回日本眼科アレルギー学会学術集会、第 14回日本涙道・涙液学会総会） 

 

協賛申込（オンライン）について 

 

TETRA ACADEMIC CONGRESS In YOKOHAMA 2026の各種協賛申込みは、オンライン登録にて受付いた

します。 

FAX の未着、お申込情報の誤入力等を防ぐため、お手数ではございますが、オンライン登録にご協力

頂きたくお願い申し上げます。 

インターネット環境のない場合は、運営事務局までお問合せください。 

 

本会ホームページ内「協賛募集のご案内」より、ご登録をお願いいたします。 

ホームページ URL：https://convention.jtbcom.co.jp/tetra2026/ 

 

＜お申込みの流れ＞ 

1. 

新規申込者登録 

 2. 

マイページログイン 

 3. 

マイページMENU 

より各種申込み登録 

登録後、申込み IDがメールで

届きます。 

 メールで届いた申込み IDと設

定したパスワードを入力してロ

グインください。 

 ご希望の協賛内容を選択し、

必要事項を入力の上、ご登録

をお願いします。 

各種お申込み完了後、確認メ

ールが届きます。 

 

※推奨ブラウザ 

MicrosoftEdge最新版、Firefox 23.0以降、Chrome 28.0以降 

 

※個人情報の利用目的 

お名前、メールアドレス等の個人情報は、協賛申込に関して、請求書、領収書、本件に関する 

連絡以外の目的には利用しません。又、個人情報は第三者へは開示いたしません。 

 

 

【お問合せ先】 

TETRA ACADEMIC CONGRESS In YOKOHAMA 2026 運営事務局 

株式会社 JTB コミュニケーションデザイン コンベンション第二事業局内 

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町 2-1-25 JTBビル 8階 

E-mail: tetra2026-sponsor@jtbcom.co.jp  TEL：06-4964-8869 
※お問い合わせは、原則E-mailでお問い合わせいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 


